
平成25年度 決 算平成25年度 決 算

平成25年度 一般会計の状況 　一般会計は、行政運営の基本的な会計
であり、福祉や教育、土木、農林、衛生
などの支出目的別に経理をしています。

算
決

　

一
般
会
計
決
算
額
は
、
歳
入
が
１
０
３

億
２,
５
４
７
万
円
、
歳
出
が
99
億
２,
６

６
０
万
円
と
な
り
、
差
引
し
た
3
億
９,

８
８
７
万
円
か
ら
翌
年
度
へ
の
繰
越
財
源

を
除
い
た
実
質
収
支
は
2
億
３,
２
０
５

万
円
と
な
り
、
前
年
度
に
引
き
続
き
黒
字

決
算
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
度
に
お
け
る
決
算
規
模
は
前

年
度
に
比
べ
大
幅
な
増
額
と
な
り
ま
し

た
。

　

要
因
と
し
て
は
、
国
の
経
済
対
策
に
よ

る
公
共
施
設
の
整
備
や
介
護
老
人
保
健
施

設
「
リ
ス
タ
あ
す
な
ろ
」
の
施
設
譲
渡
、

台
風
な
ど
突
発
的
な
災
害
に
対
応
し
た
こ

と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

歳
入
の
特
徴
と
し
て
、
経
済
対
策
に
よ

る
国
・
県
か
ら
の
支
出
金
の
増
額
や
法
人

町
民
税
、
固
定
資
産
税
が
増
額
と
な
り
ま

し
た
。

　

町
民
税
で
は
法
人
に
関
す
る
税
収
は
少

し
回
復
し
ま
し
た
が
、
個
人
に
お
け
る
税

収
は
減
少
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
家
計
に

お
け
る
景
気
回
復
に
は
実
感
が
な
い
状
況

が
続
い
て
い
ま
す
。

　

歳
出
で
は
、
桜
谷
小
学
校
の
校
舎
・
給

食
棟
の
大
規
模
改
修
等
や
幼
稚
園
、
小
・

中
学
校
に
お
け
る
空
調
機
器
の
設
置
、
全

町
的
な
農
道
舗
装
や
農
業
用
施
設
の
整

備
、台
風
18
号
で
被
災
し
た
町
道
や
河
川
、

農
地
等
の
災
害
復
旧
事
業
、
役
場
庁
舎
耐

震
補
強
工
事
な
ど
を
進
め
る
と
と
も
に
、

予
防
接
種
事
業
の
拡
充
、
中
学
校
給
食
の

開
始
な
ど
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

一
方
で
、
社
会
保
障
関
係
経
費
は
増
加

傾
向
が
続
い
て
お
り
、
安
定
し
た
財
政
運

営
の
た
め
に
は
、
財
政
健
全
化
へ
の
取
り

組
み
が
必
要
不
可
欠
と
な
っ
て
い
ま
す
。

実
質
収
支
で
、
2
億
3,
2
0
5

万
円
の
黒
字
決
算

　

町
で
は
、
将
来
負
担
の
軽
減
を
図
る
た

め
、
新
規
の
町
債
の
借
入
れ
を
抑
制
し
、

借
入
れ
を
す
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
そ
の

元
利
償
還
金
を
後
年
の
地
方
交
付
税
で
国

が
負
担
す
る
町
債
を
優
先
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
25
年
度
は
特
別
会
計
（
農

業
集
落
排
水
事
業
・
公
共
下
水
道
事
業
）

で
町
債
の
繰
上
償
還
を
実
施
し
た
こ
と
に

よ
り
、
将
来
負
担
を
軽
減
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
臨
時
財
政
対
策
債
は
、
町
が
受

け
る
地
方
交
付
税
の
交
付
不
足
額
を
町
債

に
よ
り
補
て
ん
す
る
も
の
で
す
。
そ
の
元

利
償
還
金
に
相
当
す
る
額
は
、
返
済
時
に

地
方
交
付
税
に
算
入
さ
れ
、
国
か
ら
町
に

交
付
さ
れ
る
仕
組
み
で
平
成
13
年
に
設
け

ら
れ
た
制
度
で
す
。

　

引
き
続
き
限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
に
活

用
し
、
行
財
政
改
革
を
実
行
す
る
中
で
社

会
保
障
関
連
経
費
の
増
加
や
消
費
税
の
増

税
に
よ
る
歳
出
増
を
は
じ
め
、
総
合
計
画

に
基
づ
く
重
点
施
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

※
歳
出
に
つ
い
て
は
、
次
の
ペ
ー
ジ
か
ら

総
合
計
画
の
基
本
方
針
ご
と
に
分
け
て

詳
し
く
紹
介
し
ま
す
。

将
来
負
担
の
軽
減
と

今
後
の
財
政
運
営

健
全
な
財
政
運
営
と
、

歳
入
お
よ
び
歳
出
の
特
徴

【
用
語
解
説
】

―
 

歳  

入 ―

●
町
税

　

皆
さ
ん
か
ら
町
に
納
め
て
い
た
だ
い
た
、

町
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
、

た
ば
こ
税
な
ど
の
税
金
で
す
。

●
地
方
交
付
税

　

地
方
公
共
団
体
の
財
源
の
不
均
衡
を
調

整
す
る
た
め
に
、
国
か
ら
一
定
の
基
準

に
よ
り
交
付
さ
れ
る
お
金
で
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
ど
の
地
域
に
住
む
住
民
に
も

一
定
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
で
き
る
よ
う
、

財
源
が
保
障
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
国
庫
支
出
金
・
県
支
出
金

　

国
や
県
か
ら
交
付
さ
れ
た
補
助
金
や
委

託
金
な
ど
で
す
。

●
町
債

　

町
の
運
営
に
必
要
な
お
金
を
調
達
す
る

た
め
の
借
入
金
で
す
。

●
分
担
金
及
び
負
担
金

　

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
場
合
に
、

そ
の
受
益
の
程
度
に
応
じ
て
、
受
益
者

か
ら
納
め
て
い
た
だ
く
お
金
で
す
。

【
用
語
解
説
】

―
 

歳  

出 ―

●
民
生
費

　

高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
の
福
祉
の
充

実
や
、子
育
て
支
援
の
た
め
の
費
用
で
す
。

●
教
育
費

　

幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
な
ど
の
学

校
教
育
や
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
発
展

な
ど
社
会
教
育
の
た
め
の
費
用
で
す
。

●
総
務
費

　

町
の
施
設
や
財
産
の
維
持
管
理
、
戸
籍
・

選
挙
・
交
通
安
全
の
取
り
組
み
の
た
め

の
費
用
で
す
。

●
土
木
費

　

道
路
や
河
川
、
下
水
道
な
ど
の
整
備
の

た
め
の
費
用
で
す
。

●
農
林
水
産
業
費
・
商
工
費

　

農
業
や
商
工
業
、
観
光
な
ど
の
発
展
の

た
め
の
費
用
で
す
。

●
公
債
費

　

自
治
体
が
借
り
入
れ
た
地
方
債
の
元
利

償
還
に
要
す
る
費
用
で
す
。

●
衛
生
費　

　

予
防
接
種
や
検
診
な
ど
の
健
康
増
進
、

上
水
道
、
ゴ
ミ
処
理
な
ど
の
環
境
保
全

の
た
め
の
費
用
で
す
。

歳  入歳  出

歳入総額
103億
2,547万円

≪町税の内訳≫
町　民　税
固定資産税
軽自動車税
町たばこ税

13億4,288万円
17億8,039万円

6,238万円
1億2,833万円

町税
33億1,398万円
（32.1%）

繰越金 4億682万円（3.9%）

分担金及び負担金 2億7,322万円（2.6%）

国庫支出金
14億1,674万円
（13.7%）

諸収入 8,745万円（0.8%）

地方譲与税 8,316万円（0.8%）

その他 1億4,529万円（1.5%）

県税交付金 3億2,537万円（3.2%）

財産収入
5億2,428万円
（5.1%）

県支出金
6億9,224万円
（6.7%）

町債
14億1,081万円
（13.7%）

地方交付税
16億4,611万円
（15.9%）

歳出総額
99億

2,660万円

民生費
30億6,784万円
（31.0%）

教育費
20億1,404万円
（20.3%）

土木費
8億8,288万円
（8.9%）

農林水産業費
7億2,149万円
（7.3%）

公債費
6億773万円（6.1%）

衛生費
5億4,250万円（5.5%）

消防費
2億9,419万円（3.0%）

災害復旧費
5,099万円（0.5%）

商工費
1億1,623万円（1.2%）

議会費
8,360万円（0.7%）

総務費
15億802万円
（15.2%）

労働費
3,709万円（0.3%）

民生費は社会保障関係経費
が主なため、支出規模が大
きく、児童手当、保育所費、
障害福祉費、福祉医療費な
どで約14億3,000万円を占
めています。

農道舗装や農業用
施設整備に約2億
2,450万円の支出
をしています。

土木費は主に道路橋梁費
で約1億7,656万円、下水
道会計繰出金で5億500万
円の支出をしています。 教育費は幼稚園費、小学

校費、中学校費で約11億
6,300万円、社会教育費
で約5億3,700万円とな
っています。
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ど
の
学

校
教
育
や
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
発
展

な
ど
社
会
教
育
の
た
め
の
費
用
で
す
。

●
総
務
費

　

町
の
施
設
や
財
産
の
維
持
管
理
、
戸
籍
・

選
挙
・
交
通
安
全
の
取
り
組
み
の
た
め

の
費
用
で
す
。

●
土
木
費

　

道
路
や
河
川
、
下
水
道
な
ど
の
整
備
の

た
め
の
費
用
で
す
。

●
農
林
水
産
業
費
・
商
工
費

　

農
業
や
商
工
業
、
観
光
な
ど
の
発
展
の

た
め
の
費
用
で
す
。

●
公
債
費

　

自
治
体
が
借
り
入
れ
た
地
方
債
の
元
利

償
還
に
要
す
る
費
用
で
す
。

●
衛
生
費　

　

予
防
接
種
や
検
診
な
ど
の
健
康
増
進
、

上
水
道
、
ゴ
ミ
処
理
な
ど
の
環
境
保
全

の
た
め
の
費
用
で
す
。

歳  入歳  出

歳入総額
103億
2,547万円

≪町税の内訳≫
町　民　税
固定資産税
軽自動車税
町たばこ税

13億4,288万円
17億8,039万円

6,238万円
1億2,833万円

町税
33億1,398万円
（32.1%）

繰越金 4億682万円（3.9%）

分担金及び負担金 2億7,322万円（2.6%）

国庫支出金
14億1,674万円
（13.7%）

諸収入 8,745万円（0.8%）

地方譲与税 8,316万円（0.8%）

その他 1億4,529万円（1.5%）

県税交付金 3億2,537万円（3.2%）

財産収入
5億2,428万円
（5.1%）

県支出金
6億9,224万円
（6.7%）

町債
14億1,081万円
（13.7%）

地方交付税
16億4,611万円
（15.9%）

歳出総額
99億

2,660万円

民生費
30億6,784万円
（31.0%）

教育費
20億1,404万円
（20.3%）

土木費
8億8,288万円
（8.9%）

農林水産業費
7億2,149万円
（7.3%）

公債費
6億773万円（6.1%）

衛生費
5億4,250万円（5.5%）

消防費
2億9,419万円（3.0%）

災害復旧費
5,099万円（0.5%）

商工費
1億1,623万円（1.2%）

議会費
8,360万円（0.7%）

総務費
15億802万円
（15.2%）

労働費
3,709万円（0.3%）

民生費は社会保障関係経費
が主なため、支出規模が大
きく、児童手当、保育所費、
障害福祉費、福祉医療費な
どで約14億3,000万円を占
めています。

農道舗装や農業用
施設整備に約2億
2,450万円の支出
をしています。

土木費は主に道路橋梁費
で約1億7,656万円、下水
道会計繰出金で5億500万
円の支出をしています。 教育費は幼稚園費、小学

校費、中学校費で約11億
6,300万円、社会教育費
で約5億3,700万円とな
っています。
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●人権が尊重される社会を目指し、人権学習活動な
どを実施 …………………………………… 183万円

●乳幼児、重度心身障がい者、母子・父子家庭やお
年寄りへ医療費助成 ……………… 1億3,882万円

●障がい者が自立した生活を営めるよう、福祉サー
ビスの給付や支援 …………………… 4億402万円

●介護保険の運営のための町負担分
 ……………………………………… 2億4,616万円

●日本脳炎、四種混合ワクチンや、高齢者のインフ
ルエンザなどの予防接種の実施 ……… 4,096万円

●後期高齢者医療制度によって実施される高齢者の
健康診査 …………………………………… 181万円

●町民の健康増進のため、がん検診や健康相談、生
活習慣病予防のための教室を実施 …… 2,251万円

●地域密着型サービス（認知症高齢者グループホー
ム）の整備を行う事業者へ補助

 …………………………………………… 3,000万円
●介護老人保険施設「リスタあすなろ」の効率的な

事業運営を実現するための施設譲渡費用
 ……………………………………… 6億6,650万円
●身体的・経済的事情により、自宅で養護を受けら

れない高齢者を老人ホームへ保護措置するための
費用 ……………………………………… 1,343万円

●地域福祉の充実のため日野町社会福祉協議会へ補
助 ……………………………………… 4,828万円

●高齢者の能力を生かした就業機会の提供のためシ
ルバー人材センターへ補助 ……………… 763万円

●国民健康保険の運営のための町負担分
 ……………………………………… 1億1,330万円
●後期高齢者医療保険の運営のための町負担分
 ……………………………………… 2億9,246万円

ともにいきる
 安心ささえあいのまち

誰もがすこやかに
 元気に暮らすまち
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●町内の自治会が実施する道路工事などへの補助
　（台風18号対応分含む） ……………… 1,730万円
●昨年の台風18号により被災した道路・河川等の災

害復旧事業費 …………………………… 5,099万円
●町営バスや地方バス路線の運行補助、デマンドタ

クシーの運営費用 ……………………… 4,350万円
●豊田中山線歩道設置工事など町道整備・改良工事、

町道や橋梁の点検 ………………… 1億3,609万円
●除雪や除草、町道の修繕・舗装補修工事など町道

の維持管理費 …………………………… 2,179万円

●急傾斜地崩壊危険区域に指定された地域の崩壊防
止工事などに必要な経費 ……………… 1,982万円

●集落内の防犯および交通安全を目的に、自治会が
管理する街灯のLED化に対する補助 …… 660万円

●日野め～るなどに国の緊急情報（Jアラート）を瞬
時に配信するための経費 ………………… 520万円

●日野消防署用地取得および敷地造成に伴う設計委
託費・造成工事費 ……………………… 6,145万円

●広域消防を行う東近江行政組合への負担金
 ……………………………………… 2億3,916万円
●公共下水道や農村下水道の整備や維持管理のため

の繰出金 …………………………… 6億4,202万円

安心をみんなでつくり
 住みたくなるまち

●農業振興のため全町的な農道舗装や農業用施設の
整備 ………………………………… 2億2,455万円

●農作物を守るため有害鳥獣の計画的な駆除の実施
 …………………………………………… 1,603万円

●地域経済の活性化のため、農村生活体験などの都
市農村交流の取り組みを推進 …………… 774万円 ●昨年の台風18号の災害復旧として農業組合などが

行う小規模な土地改良施設の改良事業に補助
 …………………………………………… 1,886万円
●昨年の台風18号の災害復旧として森林組合などが

行う小規模な林道・作業道の改良事業に補助
 ……………………………………………… 194万円
●特産品である日野菜の産地ブランド化のための生

産拡大、生産振興 ………………………… 774万円
●町の経済発展のため日野町商工会の取り組みに対

する補助 ………………………………… 1,655万円
●町の観光振興のため日野観光協会へ補助
 …………………………………………… 1,927万円

三方よしで未来につなぐ
 楽市楽座のまち
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●公立保育所の運営や施設管理、私立保育所への委
託や補助など、子どもの保育のための費用

 ……………………………………… 4億5,616万円
●町立幼稚園の運営費用 …………… 2億3,121万円
●小学校の英語講師の配置や漢字検定補助、図書購

入や標準学力調査などの教育振興費 … 3,201万円
●中学校の35人学級の教諭や別室登校、学習支援員

の雇用、図書購入などの教育振興費 … 3,159万円

●旧山中正吉邸用地取得および施設改修に伴う設計
委託費・工事費 …………………… 1億2,395万円

●小学校に図書司書を派遣し子どもの読書活動を推進
 ……………………………………………… 738万円
●図書館の運営や管理 …………………… 2,976万円
●体育協会の運営費用やスポーツ振興の費用
 …………………………………………… 1,014万円
●町史「近江日野の歴史」の編さん事業 … 2,947万円
●日野祭りの曳山の運行補助や、曳山の修繕管理に

対する補助 ………………………………… 407万円
●公民館の活動補助金

や、施設改修費など、
公民館の運営

 ……… 9,691万円
●近江日野商人館の管

理や、特別展などの
実施などの運営

 ……… 1,031万円

●桜谷小学校の大規模改修費用 …… 4億5,639万円
●日野町子育て・教育支援センターやつどいのひろ

ば「ぽけっと」の運営 ………………… 2,912 万円
●子どもの心身の発達を支援するため早期療育施設
「くれよん」の運営 ……………………… 919万円

●学校給食の運営費用 ……………… 1億8,418万円
●幼稚園、小学校、中学校に空調機器の設置や施設

の修繕などの費用 ………………… 2億8,211万円
●妊婦健診の公費負担や育児相談など、母子の健康

管理や子育て支援 ……………………… 2,413万円
●障がいのある子どもたちの地域活動の場の確保を

するための費用 …………………………… 476万円
●児童手当の支給 …………………… 3億8,821万円
●学童保育所の運営補助金や修繕費 …… 3,178万円

●女性活動団体、青年会、PTAや子ども会などの活
動補助金 ………………………………… 163万円

●町民会館わたむきホール虹の運営、施設修繕や改
修工事 ………………………………… 1億33万円

子どもがはつらつと
 育つまち

学びあいみんなで
 はぐくむ自治のまち
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●地元自治会との共同による河川浚渫、清掃などの河
川管理活動

 ……… 1,013万円
●農地、農業用水の保

全の共同活動や、農
業用水路や農道の長
寿命化への支援

 ………… 890万円
●里山の保全整備
 ………… 686万円
●グリム冒険の森の管

理費や施設の修繕経
費 …… 2,441万円

●地球温暖防止などに
効果の高い営農活動
に取り組むための農
業者支援

 ………… 368万円
●ゴミ減量のため資源

回収や生ゴミ処理器
購入に対し補助 

 ………… 207万円
●一般家庭からのゴミ

の収集運搬や、資源
ゴミの拠点への回収
を委託

 ……… 8,060万円
●ゴミ処理を行う中部清掃組合への負担金
 ……………………………………… 1億8,221万円

自然と文化を
 みんなでまもるまち

◆問い合わせ先　総務課　財政担当　☎�6500

特別会計の決算状況
特別会計は、特定の事業を行うため、一般会計と区別して経理されています

●国民健康保険特別会計
　国民健康保険に加入する被保険者の医療費の一

部などを負担する会計です。
　歳入…20億9,715万円　歳出…20億5,810万円

●介護保険特別会計
　高齢者への介護サービスなどを行う会計です。
　歳入…17億2,881万円　歳出…17億195万円

●公共下水道事業特別会計
　下水道を整備、維持管理するための会計です。
　歳入…10億6,801万円　歳出…10億6,753万円

●後期高齢者医療特別会計
　後期高齢者医療保険に加入する被保険者の医療

費の一部を負担する会計です。
　歳入…2億1,612万円
　歳出…2億1,355万円

●農業集落排水事業特別会計
　農業集落地域の生活排水処理を行う会計です。
　歳入…2億7,933万円　歳出…2億7,500万円

●水道事業会計（企業会計）
　上水道の整備、維持管理をする会計です。
　（収益的収支）
　　収入…5億8,666万円　支出…5億4,094万円
　（資本的収支）
　　収入…1億8,601万円　支出…1億8,701万円

●他にも特別会計があります
　・介護老人保健施設特別会計
　　歳入…6億6,663万円　歳出…6億6,663万円
　・簡易水道特別会計
　　歳入…1,178万円　   歳出…1,170万円
　・住宅新築資金等貸付事業特別会計
　　歳入…1,272万円　　 歳出…1,272万円
　・西山財産区会計
　　歳入…334万円　   　歳出…320万円
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